
    

 

 

 

 

 

 

 

 

心のふるさと 本町 

副校長  佐藤 雅彦 

  

 「先生、久しぶり。学校の方はどう？コロナで学校も大変でしょう。しかし、先生も本町、長いねえ。 

えっ？１１年もいるの？もちろん来年度もいてくれるよね……。」 

 2 月に不動通りを歩いていたら、ある方にこんな感じで声をかけられました。おかげ様で、本町の町内

を歩いているといろいろな方が声をかけてくださいます。たいへんありがたいことです。そして、この町

の何とも言えない温かさを感じます。 

 私には「ふるさと」と自分で感じている土地がいくつかあります。幼少時代に過ごした香川県高松市、

東京都杉並区の荻窪、そして小学校の時に住んだ台湾の台北市。また、大人になってから仕事の関係で何

度も訪れ、今でも年に数回「帰省」する長野県飯山市。どこも私にとって大切な方々がいる場所であり、

ときどき帰りたくなる、そしてその土地に行くと何だかほっとする場所です。それが「ふるさと」だと考

えています。そして１１年間通い続けている渋谷区本町も、ある意味「ふるさと」と呼ばせていただきた

い場所になっています。不動通りや氷川神社を歩いていると、なんだかとても温かい気持ちになるのです。 

 今年度は新型コロナウイルスという、目に見えないものとの戦いに終始する１年間でした。４月に入学

式が行えず、始業式の日に会った子供たちと２か月も会えない期間がありました。この先、どうなってし

まうのだろうととても不安なスタートでした。でも人間は強い！歴史の学習を終えた６年生以上の皆さん

なら分かると思いますが、人間はこれまでも何度も窮地に立たされてきたものの、知恵と勇気と技術、そ

して最近は科学の進歩などで、目の前の困難に打ち勝ってきました。このウイルスのこともいつかは思い

出話として語れる日が来るはずです。 

 少し話がそれてきましたが、今年度はほとんどの行事という行事が「中止」となりました。でも本町だ

けは少し違いました。もちろん中止になった行事も多くありますが、そんな中で感染対策を十分に行って、

また多少内容を縮小して、夏休みのラジオ体操、秋の本町大運動会を行いました。私は仕事柄、地域の方々

の会議などに参加させていただく機会が多くありますが、本町の大人たちはただ中止にするのではなく、

どうにかして子供たちが楽しんで活躍する場は作れないものかと知恵を絞り合っていました。そしていく

つかの行事を実施して、無事にやり遂げたのです。そして１１月には、くみんの広場パレードが中止にな

り、６年生の鼓笛隊が練習の成果を発表できる場がなくなってしまいました。無理を承知で不動通りのパ

レードを企画して本町の皆様に協力を願うと、誰もが子供たちのためと、最大限の協力をしてくださいま

した。当日、不動通りではたくさんの方々が鼓笛隊を心から応援してくださいました。 

 さて、渋谷区では来年度から「シブヤ科」という授業が始まります。地元のことを調べて地元を知り、

「シブヤプライド」なるものを子供たちに抱いてもらう学習です。歴史ある幡ヶ谷不動尊（荘厳寺）やそ

の参道として多くの人々が往来した不動通り、氷川神社など本町には魅力のあるところがたくさんありま

す。この学習を通して子供たちが「ふるさと 本町」を誇りに思う気持ちをもち、大人たちの温かい心を

受け継いでいってほしいと願うばかりです。 
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◎学校評価へのご協力、ありがとうございました 

 今年度も学校評価へのご協力、ありがとうございました。「学校評価アンケート 総括と方向性」につい

て、学校ホームページに掲載いたしました。ご一読いただければ幸いです。 



行 事 予 定 

（ ）：学年・学級 

月 火 水 木 金 土／日 

３月８日 
中学校朝会 

校外学習(5) 

５時間授業 

・保護者会(3,4) 

９日 
全校朝礼 

10日 
体育集会(小) 

都立二次 

・後期入試(9) 

 

11日 
５時間授業 
・保護者会(5,6) 

12日 
卒業遠足(9) 

校外学習(E) 

保護者会(1,2) 

 

13日  

14日 

15日 
小学校朝会 

 

16日 
 

17日 
卒業式予行(中) 

給食終(9) 

18日 
卒業式準備(中) 

給食終(7,8) 

19日 
中学校卒業式 

20日 
春分の日 

21日 

22日 
４時間授業(7,8) 

卒業式予行(小) 

 

23日 
大掃除(小) 

給食終(小) 

４時間授業 

・保護者会(7,8) 

24日 
修了式(小) 

４時間授業 

大掃除(中) 

 

25日 
小学校卒業式 

修了式(中) 

 

26日 
春季休業日始 

27日   

28日 

４月５日(月)入学式準備 新６年登校   ４月６日(火)始業式・着任式 小学校入学式 

４月７日(水)中学校入学式        ４月８日(木)給食始 ※１年は９日から 

★感染症対策のため、行事が変更になる場合があります。★予告なしの避難訓練を行います。 

                     
＊＊＊３月の生活目標＊＊＊ 

「感謝の気持ちをもち 

一年間のまとめをしよう」 

生活指導部 石井 大輔 

 

時間が過ぎるのはとても早く感じます。

３月は１年間のまとめの時期です。この１

年間の学習や生活を振り返り、できるよう

になったことや課題にじっくり向き合い

ながら、自分自身の成長に気付く児童・生

徒がたくさんいると思います。また、３月

は卒業や進級があり、別れの時でもありま

す。卒業式や卒業に関連した行事も行いま

す。１年の中で「ありがとう」という言葉

を一番多く聞く季節でもあります。そし

て、自分の成長には周りの多くの人との関

りや支えがあることに気付いてほしいと

考えています。周りの人への感謝の心が生

まれてくれば、幸せが感じられるようにな

ってくるようです。その感謝の心を「あり

がとう」という言葉や態度で周りの人に伝

えることが、自分だけでなく、周りの人も

幸せな気持ちにさせてくれるはずです。 

 いつも本校の教育活動にご協力いただ

きありがとうございます。令和３年度も変

わらず子供たちが安心して登校できる学

校であるよう指導を続けていきます。引き

続き、ご協力をお願いします。 

 

ホップ ステップ ジャンプ 

「笑顔で進級・進学できるように」 

               特別支援教育コーディネーター 長嶋 幸恵 

 

今年度の登校日も残り、２０日ほどとなりました。コロナウイ

ルス感染症防止のための様々な対策で変化についていくのが大変

な１年だったかと思います。学校でも、これまでの生活と異なる

ことが多くありましたが、子供たちは、その都度、適応して活動

してきました。「学校では、頑張っているようだが、家に帰ってく

ると急にイライラしている。どうしたのだろう？」と思うことは

ありませんか？ 

経験のない課題に直面すると、子供も大きなストレスを抱えて

しまうそうです。自分の中で何が起こっているのか分からず、気

持ちを言葉で伝えられず、「急にわがままになる。元気がなく体調

不良を訴える。常にイライラしてちょっとしたことで喧嘩になる。

赤ちゃん返りをする、等。」表し方は様々です。普段の様子と違う

なと思ったら、その表現がＳＯＳだと理解することが大切です。

忙しいと、突き放してしまったり、感情的に叱ったりしてしまい

ますが、状況は更に複雑になることがあります。大人もストレス

を抱えず、心に余裕をもって接することで子供も安心できるそう

です。時には、趣味に没頭したり、ゆっくりお茶を飲んでリラッ

クスしたりするという時間をあえて作ってみるのも良いかもしれ

ません。また、学校には、スクールカウンセラーや特別支援教育

専門員、スクールソーシャルワーカーも時々来校しています。「相

談することではないかもしれない・・」と一人で抱え込まず、気

になることがあれば、遠慮なくご連絡ください。子供たちが笑顔

で進級・進学できるよう、保護者の方と一緒に支援していきたい

と思います。 



 

 



 

 


